
特
集
・
婦
人
問
題
⑦

横
浜
市
婦
人
の
現
状
と
動
向

田
宮
敦
子

は
じ
め
に

　
一
九
七
五
年
の
国
際
婦
人
年
に
、
メ
キ
シ
コ

で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
世
界
婦
人
会
議
に
お
い

て
「
世
界
行
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
ま
た
こ

の
年
に
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で

を
「
国
連
婦
人
の
一
〇
年
」
と
定
め
、
婦
人
の

地
位
向
上
を
め
ざ
し
、
世
界
的
な
取
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
国
連
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
間
年
に
あ
た
る
一
九
八
〇
年
に
は

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
「
国
連
婦
人
の
一
〇
年
中

間
年
世
界
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
一
九
七
九
年

第
三
四
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
婦
人
に
対

す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃
条
約
」
の
署

名
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
差
別
撤
廃
条

約
は
、
批
准
ま
た
は
加
入
し
た
締
結
国
が
二
〇

力
国
に
達
し
、
一
九
八
一
年
九
月
三
日
発
効
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
界
の
動
向
に
対

応
し
て
、
わ
が
国
で
も
一
九
七
五
年
に
は
、
婦

人
問
題
企
画
推
進
本
部
及
び
婦
人
問
題
企
画
推

進
会
議
を
設
置
し
、
一
九
七
七
年
に
は
国
内
行

動
計
画
、
及
び
そ
の
前
期
重
点
目
標
、
一
九
八

一
年
に
は
後
期
重
点
目
標
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
婦
人
問

題
へ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
国
内
外
の
運
動
の
高
ま
り
に

伴
い
、
婦
人
問
題
に
対
す
る
関
心
も
少
し
づ
つ

深
ま
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と

は
い
え
な
い
の
が
実
情
で
す
。
こ
こ
で
は
昭
和

五
十
五
年
に
実
施
し
た
「
横
浜
市
婦
人
の
生
活

実
態
と
意
識
」
に
関
す
る
調
査
結
果
、
及
び
こ

の
調
査
の
企
画
・
分
析
を
担
当
さ
れ
た
横
浜
市

立
大
学
の
矢
沢
澄
子
助
教
授
の
報
告
を
中
心

に
、
婦
人
を
と
り
ま
く
現
状
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
現
在
、
婦
人
問
題
調
査
等
担
当
で
進
め

て
い
る
婦
人
問
題
へ
の
取
組
み
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。『

横
浜
市
婦
人
の
生
活
実
態
と

意
識
調
査
』
か
ら

　
　
今
回
の
調
査
で
は
（
調
査
対
象
は
、
横
浜
市

　
全
域
の
二
〇
歳
以
上
七
〇
歳
未
満
の
女
性
、

　
二
、
〇
〇
〇
人
を
無
作
為
描
出
し
ま
し
た
。
調

　
査
方
法
は
郵
送
法
で
、
回
収
率
六
三
・
四
％
）
、

日
々
の
生
活
の
中
で
女
性
が
ど
の
よ
う
な
問
題

　
に
直
面
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

　
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
か
を
総
合
的

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
『
横
浜
市
婦
人
の
生
活
実
態
と
意
識
調
査
』

　
　
　
か
ら

三
―
横
浜
市
婦
人
問
題
懇
話
会

四
―
企
画
調
整
局
婦
人
問
題
調
査
等
担
当
の
職
務

五
―
結
び
に
か
え
て

に
把
握
す
る
た
め
、
家
庭
、
職
場
、
社
会
活
動

と
い
う
三
つ
の
異
な
る
生
活
空
間
そ
れ
ぞ
れ
に

お
け
る
女
性
の
生
活
実
態
と
意
識
が
分
析
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
家
庭
に
つ

い
て
は
、
結
婚
観
、
家
事
分
担
の
実
情
と
評
価
、

子
供
の
し
つ
け
面
か
ら
み
た
男
女
観
、
老
後
な

ど
、
職
場
に
つ
い
て
は
、
差
別
経
験
、
就
業
志

向
、
職
業
観
な
ど
、
そ
し
て
社
会
活
動
の
場

に
関
し
て
は
、
参
加
経
験
と
評
価
、
今
後
の
意

向
、
学
習
欲
求
、
施
設
ニ
ー
ズ
な
ど
を
、
さ
ら

に
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
空
間
に
ま
た
が
る
も
の

と
し
て
、
男
女
平
等
意
識
と
い
っ
た
基
礎
的
価

値
判
断
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
に
強
く

規
定
さ
れ
た
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
女
性

の
生
活
と
意
識
に
対
し
て
も
つ
意
味
を
分
析
す
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る
た
め
、
女
性
の
年
齢
、
未
既
婚
、
子
供
の
成

長
段
階
を
構
成
条
件
と
し
た
、
綿
密
な
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
（
末
子
ス
タ
イ
ル
、
長
子
ス
タ
イ

ル
）
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
下
、
調
査
か
ら
浮
か
び
あ
が
っ
た
本
市
婦

人
の
意
識
状
況
を
①
就
労
を
め
ぐ
っ
て
（
不
平

等
感
の
第
一
位
）
②
社
会
通
念
－
家
庭
内
の
役

割
（
不
平
等
感
の
第
二
位
、
三
位
）
そ
し
て
③
男

女
平
等
と
な
る
た
め
の
条
件
、
と
い
う
順
序
で

図―１　男女の地位の平等についての感じ方

と
、
働
く
婦
人
が
急
激

に
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

更
に
就
業
者
の
就
業
継

続
意
思
を
み
ま
す
と
三

〇
代
以
上
で
は
、
七
三

・
四
％
も
の
人
た
ち
が

継
続
を
希
望
し
て
お

り
、
ま
た
無
職
者
の
う

ち
の
六
九
・
一
％
が
再

就
職
を
希
望
し
て
い
ま

す
（
図
―
２
・
３
・
４
）
。

こ
０
　
よ
う
に
、
女
性
の
就
業
志
向
は
強
く
な
っ

　
　
　
　
　
注
１

て
き
て
い
ま
す
。

　
五
十
六
年
版
労
働
白
書
で
は
、
こ
の
増
加
の

原
因
と
し
て
、
女
性
の
職
業
意
識
の
変
化
、
家

事
負
担
の
軽
減
、
短
時
間
労
働
者
の
増
加
、
所

得
動
機
に
よ
る
就
業
希
望
、
高
学
歴
化
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
今
回
の
本
市
の
調
査
結
果
か
ら
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
ず
、
職
業
意
識
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
結

婚
観
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
家
事
に
専

念
す
る
」
と
答
え
た
人
は
、
わ
ず
か
六
・
一
％

に
す
ぎ
ず
、
子
育
て
後
に
就
労
を
含
む
何
ら
か

の
活
動
参
加
を
希
望
す
る
女
性
は
七
六
・
二
％

に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
働
き
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
女
性
は
、
一
二
・
六
％
で

す
（
図
―
５
）
。
な
お
、
こ
の
う
ち
二
〇
代
の
女

性
の
回
答
で
は
、
一
九
％
の
人
が
就
業
継
続
を

希
望
し
て
お
り
、
働
き
つ
づ
け
る
女
性
が
し
だ

い
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
齢
別
に
女
子
の
労
働
力
率
を
み
た

場
合
二
五
～
三
四
歳
で
極
端
に
低
下
す
る
Ｍ
字

表―１　市15歳以上女性就業者
　　　　従業上の地位別％

　　　　　　　　　(50年国調)

市2D～70歳未満女性就業
者産業大分類別％

　　　　　　(50年国調)

表―２

型
就
業
構
造
を
と
っ
て
い
ま
す
。
欧
米
諸
国
と

比
較
す
る
と
そ
の
差
異
は
顕
著
で
す
。
こ
の
こ

と
は
、
結
婚
、
出
産
に
伴
っ
て
い
か
に
多
く
の

女
性
が
退
職
し
て
い
る
か
を
示
す
も
の
と
い
え

ま
し
ょ
う
（
図
―
６
）
。

　
確
か
に
高
学
歴
層
ほ
ど
就
労
継
続
・
就
業
意

欲
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
欧
米
諸
国
と
比
較
す

る
と
女
子
の
労
働
力
率
の
学
歴
間
格
差
は
、
そ

れ
ほ
ど
高
い
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
は
、
日
本
で
は
高
学
歴
層
で
も
、
結
婚
・
出

産
育
児
期
に
退
職
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
（
図
―
７
及
び
本
号
一
四
頁

図
―
４
参
照
）
。

　
次
に
、
短
時
間
労
働
者
の
増
加
に
つ
い
て
み

ま
す
と
、
有
職
者
五
〇
・
八
％
の
う
ち
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
一
四
・
入
％
、
内
職
者
六
・
一
％

で
あ
り
、
ま
た
、
再
就
職
希
望
者
の
三
七
・
六

％
が
パ
ー
ト
を
、
二
四
・
八
％
が
内
職
を
希
望

し
て
お
り
正
式
の
勤
め
を
希
望
す
る
二
〇
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
３

％
を
は
る
か
に
上
廻
っ
て
い
ま
す
（
図
―
８
）
。

　
（
注
１
）
　
労
働
白
書
（
昭
和
五
十
六
年
版
）
、
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①
－
就
労
を
め
ぐ
っ
て

　
最
も
不
平
感
の
強
い
（
五
四
・
九
％
）
も
の

が
「
就
職
の
機
会
や
労
働
条
件
」
で
す
。
働
く

婦
人
の
現
状
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
婦
人
の
五
〇
・
八
％
が
、
何
ら
か
の
職

に
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
五
十
年
の
国
勢
調

査
結
果
三
八
・
二
％
（
表
－
１
・
２
）
と
比
べ
る

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
ｌ
１
）
。



図―２　女性の有業率と仕事の内容

図―３　仕事継続の意志

図―４　「出来るかぎり続けたい」年代別

図―７　学歴別女子労働力率（25～34歳）

資料出所　日　　本総理府統計局｢就業構造基本調査｣

　　　　　アメリカ労働省"Special Labor Force Report"

　　　　　西ドイツ連邦統計局“BevSlkerung und Kultur", "Mikrozensus"

(注)学歴区分は次のとおり。

　　　　　日　　本初等教育……小学校，中学校および未就学者

　　　　　　　　　中等教育……高等学校

　　　　　　　　　高等教育……短期大学，大学

　　　　西ドイツ初等教育……ハウプトシューレ，実科学校

　　　　　　　　　中等教育……ギムナジウム，職業専門学校

　　　　　　　　　高等教育……大学，高等専門学校
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「
女
子
労
働
者
増
加
の
実
態
と
背
景
」
（
労
働

省
編
　
日
本
労
働
協
会
発
行
）
に
よ
れ
ば
、

昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
五
年
に
か
け
て
就

業
者
は
、
二
五
二
万
人
増
加
し
、
こ
の
う
ち

女
子
就
業
者
は
二
一
五
万
人
と
過
半
数
を
占

め
、
全
雇
用
者
に
占
め
る
女
壬
雇
用
者
の
割

合
は
、
五
十
年
の
三
二
・
一
％
か
ら
五
十
五

年
に
は
、
三
三
・
九
％
に
ま
で
高
ま
っ
て
い

る
。
　
な
お
、
女
子
有
業
率
（
女
子
の
う
ち
何
ら

か
の
職
に
つ
い
て
い
る
割
合
）
の
全
国
平
均

は
四
五
・
六
％
、
神
奈
川
県
は
三
七
・
三
％

で
あ
る
。

（
注
２
）
　
本
号
一
二
頁
図
―
１
参
照

（
注
３
）
　
図
―
８
補
足
　
別
の
調
査
に
よ
れ

　
ば
、
女
子
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
勤
続
先
選
定

　
理
由
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
「
勤
務
時
間
帯
日

　
数
の
都
合
」
「
通
勤
に
便
利
」
と
い
う
も
の

　
が
八
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
婦
人
が
就
業
す

　
る
場
合
に
、
家
事
と
の
両
立
を
迫
ら
れ
て
い

　
る
姿
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
た
だ
、
わ
が

　
国
の
場
合
、
正
規
に
勤
務
し
た
場
合
の
、
残

　
業
を
含
む
労
働
時
間
の
長
さ
も
、
女
子
の
パ

　
ー
ト
タ
イ
マ
ー
化
の
要
因
と
い
え
ま
し
ょ

　
所
得
動
機
に
つ
い
て
み
る
と
、
確
か
に
生
計

補
助
的
理
由
が
多
い
が
、
自
分
自
身
の
経
済
的

自
立
や
働
き
が
い
を
求
め
る
傾
向
も
、
み
の
が

せ
な
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
―
９
）
。
（
再

就
職
希
望
者
の
就
業
理
由
に
つ
い
て
は
、
図
―

図―５　結婚感

図―６　年代別有職率

調査季報72―81.12

う
。



図―８　無職者の実態

図―９　就業理由と継続意志

図―10　職場での差別経験

図―13　婦人行政施策のニーズ

調査季報72――81.12

８
の
中
の
問
1
2
―
2
参
照
）
。

　
こ
の
よ
う
に
就
業
を
希
望
す
る
婦
人
は
増
え

て
お
り
ま
す
が
、
で
は
、
こ
れ
ら
婦
人
の
受
け

入
れ
体
制
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
職
場
で
何
ら
か
の
差
別
を
経
験
し
た
こ
と
の

あ
る
婦
人
は
、
六
五
・
八
％
に
も
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
最
も
多
い
の
が
、
賃
金
・
昇
給
の
差
で

す
（
図
―
1
0
）
。
五
十
六
年
版
労
働
白
書
で
も
、

製
造
業
の
男
子
平
均
給
与
を
一
〇
〇
と
す
る

と
、
女
子
は
、
生
産
労
働
者
で
四
九
・
五
、
管

理
・
事
務
・
技
術
職
で
五
〇
・
七
し
か
な
ら
ず

ま
た
、
就
業
先
自
身
に
お
い
て
も
、
賃
金
水
準

の
低
い
業
種
で
女
子
の
比
率
が
高
い
こ
と
を
指

摘
し
、
賃
金
格
差
を
も
た
ら
す
原
因
を
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
注
４

う
に
分
析
し
て
い
ま
す
（
図
―
1
1
・
1
2
）
。

図―11　業種別にみた女子労働者比率

図―12　年齢別にみた男女賃金格差
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『
賃
金
の
男
女
間
格
差
を
も
た
ら
す
要
因
と

　
し
て
は
、
相
対
的
に
賃
金
水
準
の
低
い
業
種

　
で
女
子
労
働
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
、
女
子

　
の
勤
続
年
数
が
低
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

　
が
、
そ
の
よ
う
な
男
女
間
の
相
違
を
調
整
し

　
て
も
男
女
間
の
賃
金
格
差
は
目
立
っ
て
修
正

　
さ
れ
な
い
。
格
差
を
も
た
ら
す
決
定
的
な
要

　
因
は
、
男
女
間
で
年
齢
、
勤
続
年
数
に
対
す

　
る
評
価
に
差
の
あ
る
こ
と
、
と
く
に
年
齢
に

　
対
す
る
評
価
に
違
い
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
女
子
の
場
合
、
結
婚
、
出
産
後
の

　
入
職
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
入
職

　
者
に
つ
い
て
年
齢
が
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
な

　
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
仕
事
に
つ
く
ま
で
の
経

　
験
に
対
す
る
評
価
が
低
い
こ
と
を
意
味
し
て

　
い
る
』

　
白
書
の
い
う
決
定
的
要
因
を
支
え
て
い
る
女

性
（
母
親
）
観
こ
そ
婦
人
問
題
で
あ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
賃
金
格
差
は
、
拠
出
金
方
式
を
と
る

社
会
保
障
制
度
の
多
い
わ
が
国
で
は
、
福
祉
受

給
の
格
差
と
連
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
職
場
で
の
差
別
経
験
の
第
二
位
が
『
仕
事
内

容
』
。
第
三
位
が
『
昇
進
・
昇
格
』
で
す
。
神
奈

川
県
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
大
企
業
で
も
、
男
女

別
な
く
登
用
し
て
い
る
の
は
五
三
・
四
％
に
す

ぎ
ず
、
ま
た
教
育
訓
練
に
お
い
て
男
女
同
じ
も

の
を
受
け
さ
せ
て
い
る
所
は
、
二
六
・
八
％
し

　
　
　
　
　
注
５

か
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
訓
練
に
対
す
る
考
え
方

が
、
仕
事
内
容
、
昇
進
昇
格
の
差
と
な
っ
て
表

わ
れ
て
く
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
結
婚
退
職
制
、
定
年
制
で
の
差
別
を
感
じ
て

い
る
人
が
、
併
せ
て
二
〇
％
前
後
に
も
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
労
働
白
書
で
は
男
子
よ
り
低
い
定

年
年
齢
を
設
け
る
企
業
が
二
二
％
に
も
及
び
、

し
か
も
女
子
の
定
年
年
齢
を
五
十
五
歳
未
満
と

す
る
企
業
が
五
四
％
に
達
し
て
い
る
と
し
て
い

　
注
６

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
い
る
と
、
今
な
お
女
性
が

臼
己
の
主
体
的
選
択
の
下
に
働
く
こ
と
を
、
社

会
が
い
か
に
閉
ざ
し
て
い
る
か
が
明
ら
か
と
な

っ
て
き
ま
す
。

　
男
女
が
平
等
と
な
る
た
め
に
と
る
べ
き
行
政

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査
結
果
を
み
て
も
、
第
一

位
が
コ
雇
用
に
お
け
る
条
件
整
備
」
。
第
二
位
が

　
「
育
児
に
関
す
る
環
境
の
整
備
」
恚
な
っ
て
お

り
、
女
性
が
働
き
、
経
済
的
に
自
立
し
て
い
く

た
め
の
諸
施
策
に
要
望
が
集
中
し
て
い
ま
す

（
図
－
1
3
）
。

　
（
注
４
）
　
前
掲
労
働
白
書
一
三
五
頁
～
一
三

　
九
頁

　
　
な
お
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
賃
金
は
、
一

　
般
女
子
労
働
者
の
八
〇
％
、
高
卒
女
子
の
初

　
任
給
な
み
で
あ
り
、
内
職
の
工
賃
は
、
パ
ー

　
ト
タ
イ
マ
ー
の
六
〇
％
と
い
わ
れ
て
い
ま

　
す
。
わ
が
国
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
は
専
門

　
的
・
技
術
的
職
業
従
事
者
が
少
な
く
、
雇
用

　
量
の
調
整
弁
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が

　
現
状
で
す
。

（
注
５
）
　
県
資
料
「
婦
人
問
題
を
考
え
る
た

め
に
」
二
四
頁

（
注
６
）
　
前
掲
労
働
白
書
六
一
頁

②
―
社
会
通
念
－
家
庭
内
の
役
割

　
年
齢
別
女
子
労
働
力
率
に
お
け
る
Ｍ
字
型
曲

線
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
男
は
仕
事
。

女
は
家
庭
」
と
い
う
性
別
役
割
分
業
意
識
が
根

強
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
平
等
感
の
第
二
位

が
「
社
会
通
念
や
し
き
た
り
」
で
あ
り
、
第
三

位
が
「
家
庭
内
の
役
割
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
女
性
が
、
自
己
の
存

表―3　夫の家事分担

在
、
生
き
方
な
ど
に
不
満
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ

う
す
る
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状

を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
性
別
役
割
分
業
意
識
が
ど
の
よ
う
に

再
生
産
さ
れ
て
い
る
か
を
家
庭
―
家
事
分
担
、

し
つ
け
に
お
け
る
男
女
観
の
調
査
結
果
か
ら
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
夫
の
家
事
分
担
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

み
る
と
、
「
夫
は
分
担
す
べ
き
」
と
答
え
た
も

の
は
、
一
六
・
一
％
に
す
ぎ
ず
、
七
四
・
八
％

が
「
夫
は
手
伝
い
程
度
で
よ
い
」
と
し
て
お

り
、
家
事
育
児
を
女
性
の
仕
事
と
考
え
る
人
は

図―15　子供の性別によるしつけ方

調査季報72 81.1271 ―



多
い
と
い
え
ま
す
。
従
っ
て
、
家
事
の
主
た
る

部
分
を
占
め
る
「
料
理
、
皿
洗
い
」
「
洗
濯
、

掃
除
」
に
つ
い
て
は
六
〇
％
以
上
の
夫
が
ほ
と

ん
ど
や
ら
な
い
か
、
ま
っ
た
く
や
ら
な
い
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
（
表
―
３
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
家
事
専
業
主
婦
の
家
事
育
児
の

経
済
評
価
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、

夫
の
収
入
を
夫
婦
共
同
の
も
の
と
み
る
人
は
、

七
三
・
四
％
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
貢
献
度
に

つ
い
て
み
る
と
、
夫
の
貢
献
度
を
高
く
評
価
す

る
も
の
が
三
四
・
八
％
、
同
等
と
す
る
者
が
三

〇
・
一
％
、
妻
の
貢
献
度
を
高
く
評
価
す
る
も

の
が
五
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
―
1
4
）
。

結
婚
観
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
で
は
、
約
八
〇

図―14　家事の育児の経済的評価（専業主婦）

％
の
女
性
が
家
事
育
児
を
自
己
の
仕
事
と
考
え

て
家
庭
に
入
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
の

貢
献
度
を
同
等
の
も
の
と
み
な
せ
な
い
状
態
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
「
し
つ
け
」
に
お
け
る
男
女
観
の
調

査
結
果
を
み
て
み
る
と
、
全
休
集
計
で
は
「
男

ら
し
く
、
女
ら
し
く
」
を
求
め
る
人
は
、
六
七

・
九
％
で
、
「
同
じ
よ
う
に
し
つ
け
た
方
が
よ

い
」
と
す
る
二
五
・
七
％
を
大
き
く
上
廻
っ
て

い
ま
す
（
図
―
1
5
）
。
し
か
し
、
家
事
分
担
観
と

し
つ
け
観
、
結
婚
観
と
し
つ
け
観
の
ク
ロ
ス
集

計
を
み
る
と
、
「
夫
も
分
担
す
べ
き
」
「
働
き

つ
づ
け
た
い
」
と
す
る
人
た
ち
の
五
〇
％
以
上

が
、
「
同
じ
よ
う
に
し
つ
け
た
方
が
よ
い
」
と

図―16　家事分担観としつけ観

図―17　結婚観としつけ観

し
て
い
ま
す
。
家
事
分
担
観
、
結
婚
観
が
、
ス

ト
レ
ー
ト
に
し
つ
け
観
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

が
明
ら
か
で
す
（
図
―
1
6
・
1
7
）
。
今
回
の
調
査

で
は
、
「
ら
し
く
」
に
つ
い
て
の
価
値
判
断
の

内
容
を
明
示
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ

の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
「
し
つ
け
」
、
を
通
し
て

も
、
性
別
役
割
分
業
意
識
が
再
生
産
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
「
家
庭
科
の
共
修
」
問

巡
を
合
め
、
広
い
意
味
で
の
教
育
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
五
十
六
年
六
月
に
は
国
際
労
働
機
構
（
Ｉ
Ｌ

Ｏ
）
第
六
七
総
会
で
「
男
性
及
び
女
性
労
働
者

の
機
会
均
等
及
び
平
等
待
遇
、
家
庭
責
任
を
も

つ
労
働
者
」
に
関
す
る
条
約
と
勧
告
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
、
勧
告
で
は
〝
家
庭
責

任
は
、
男
女
と
も
に
負
担
す
る
〟
と
い
う
考
え

方
が
貫
ぬ
か
れ
て
お
り
、
男
性
の
育
児
休
暇

を
は
じ
め
、
職
業
訓
練
、
雇
用
条
件
、
社
会
保

障
、
子
ど
も
及
び
被
扶
養
者
の
施
設
、
家
庭
責

任
行
使
の
た
め
の
援
助
な
ど
が
、
男
女
同
等
に

考
慮
さ
れ
る
よ
う
細
部
に
わ
た
っ
て
勧
告
し
て

い
ま
す
。
家
事
等
の
役
割
の
分
担
と
い
う
考
え

方
か
ら
、
共
同
で
家
庭
責
任
を
負
う
時
代
へ
の

転
換
を
示
す
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

図―18　男女平等になるための重要事項

表―４　茨城県と横浜市における学習意欲の順位
（
注
）
　
横
浜
市
に
つ
い
て
は
、
問
1
7
「
現
在
学
習
し
て
い
な
い
が
．

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
学
習
し
た
い
」
も
の
の
項
目
別
順
位
．
茨
城
県
に

　
　
　
　
つ
い
て
は
．
茨
城
県
『
茨
城
県
婦
人
の
生
活
と
意
識
』
（
昭

　
　
　
　
和
五
十
五
年
）
　
一
〇
一
頁
よ
り
引
用

72調査季報72―81.12

③
―
男
女
平
等
と
な
る
た
め
の
条
件

　
横
浜
市
の
婦
人
は
、
今
後
男
女
が
あ
ら
ゆ
る



分
野
で
平
等
と
な
る
た
め
に
重
要
な
事
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
第
一
位
は

　
「
知
識
、
技
術
を
習
得
す
る
な
ど
女
性
自
身
の

向
上
を
は
か
る
こ
と
」
（
六
四
・
六
％
）
第
二

位
が
「
男
性
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
」

　
（
五
〇
・
二
％
Ｊ
第
三
位
が
「
女
性
を
と
り
ま

く
様
々
な
差
別
的
偏
見
、
社
会
通
念
、
し
き
た

図―19図―20　今後必要な婦人のための施設

り
を
改
め
さ

せ
る
こ
と
」

　
（
四
四
・
九

％
）
と
な
り

ま
す
（
図
―

1
8
）
。

　
な
お
、
結

婚
観
で
就
労

図―21　ライフ・ステージ別施設利用意向

継
続
を
求
め
る
女
性
の
五
〇
％
以
上
が
「
女
性

が
経
済
力
を
つ
け
る
こ
と
」
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
　
で
は
、
本
市
婦
人
の
学
習
意
向
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
第
一
位
が
「
身
近
な
法
律
知
識
」
第

二
位
が
「
老
後
問
題
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
茨

城
県
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
そ
の
差
異
が

顕
著
で
す
（
表
―
1
3
）
。

　
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
矢
沢
助
教
授
は
、

報
告
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
　
「
家
族
問
題
、
交
通
、
公
書
問
題
、
住
宅
問

　
題
、
老
後
問
題
等
、
都
市
生
活
上
の
問
屋
は

　
つ
き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
婦
人
が
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
現
代
都
市
生

活
上
の
複
雑
な

問
題
に
賢
明
な

対
応
を
迫
ら
れ

る
時
、
身
近
な

生
活
に
関
す
る

直
接
的
で
確

実
な
知
識
（
法

律
、
老
後
等
）

に
よ
っ
て
自
ら

の
生
活
を
自
衛

し
よ
う
と
考
え

る
の
は
、
当
然

の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
ま
た
こ
れ

ら
の
学
習
を
契

　
機
と
し
て
、
『
家
庭
』
の
枠
を
越
え
る
新
た

　
な
社
会
参
加
へ
の
意
欲
や
展
望
も
自
ず
と
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
７

　
か
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
」

　
な
お
、
婦
人
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
意
向
に

つ
い
て
は
、
高
学
歴
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
、

就
業
経
験
の
有
無
に
よ
っ
て
も
差
異
が
み
ら
れ

ま
す
。
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
有
職
者
の
う
ち

就
業
の
場
で
差
別
を
受
け
や
す
い
内
職
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
大
た
ち
が
、
無
職
者
で
は
退
職

径
験
の
あ
る
大
た
ち
が
、
婦
人
問
題
に
対
す
る

学
習
意
向
を
よ
り
強
く
も
っ
て
い
る
こ
と
で

す
（
図
―
1
9
）
。

　
次
に
、
婦
人
の
施
設
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
み
る

と
〈
ス
ポ
ー
ツ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
ダ
施
設
〉
〈
学

習
活
動
が
行
な
え
る
施
設
〉
　
〈
職
業
訓
練
や
内

職
あ
っ
旋
を
行
な
う
施
設
〉
が
四
〇
％
前
後
で

並
ん
で
い
ま
す
（
図
―
2
0
）
。
ま
た
ご
フ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
別
施
設
利
用
意
向
を
み
る
と
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
は
独
身
期
の
六
四
・
九
％
を
最
高
に
年

代
が
あ
が
る
に
つ
れ
減
少
傾
向
を
と
る
の
に
対

し
、
小
人
数
が
集
ま
れ
る
地
域
施
設
に
対
す
る

利
川
意
向
は
、
年
代
が
あ
が
る
に
つ
れ
増
大
し

て
い
ま
す
。
職
業
訓
練
等
の
施
設
で
は
、
結
俯

し
未
就
学
児
を
か
か
え
て
い
る
、
あ
る
い
は
未

子
小
学
生
の
時
期
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
山
型
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
後
に
再
就
職
を
希
望

す
る
婦
人
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
と
思

わ
れ
ま
す
。
学
習
活
動
の
た
め
の
施
設
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
四
〇
％
前
後

と
平
均
し
た
利
川
意
向
が
あ
り
ま
す
。
生
涯
教

育
と
し
て
婦
人
の
学
習
活
動
を
構
成
し
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
（
図
―
2
1
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
多
種
多
様
な
内
容
を
も
ち
、

か
つ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
変
化
す
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
う
る
よ
う
な
『
複
合
的
機

能
』
を
も
っ
た
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

　
「
学
習
、
教
育
、
訓
練
な
ど
に
よ
る
女
性
自
身

の
向
上
」
を
重
要
と
し
、
都
市
生
活
上
の
諸
問

題
（
老
後
、
身
近
な
法
律
知
識
）
に
つ
い
て
強

い
学
習
意
向
を
も
つ
本
市
の
多
く
の
女
性
の
期

待
に
応
え
る
た
め
に
は
、
高
齢
化
・
高
学
歴
化

社
会
の
中
で
、
婦
人
の
地
位
向
上
を
め
ざ
し
た

活
動
に
資
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
機
能
を

中
心
に
す
え
た
施
設
で
な
け
れ
ば
な
乙
な
い
と

考
え
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
へ
の
移
行
と
い
わ
れ
て
い
る
昨

今
、
老
後
に
関
す
る
本
市
婦
人
の
考
え
方
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
８

る
と
、
『
大
都
市
婦
人
の
子
離
れ
老
後
観
』
を

反
映
し
て
、
「
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
が
で
き
る

間
は
、
夫
婦
（
自
分
）
だ
け
で
暮
し
た
い
」
と

す
る
人
が
六
八
・
九
％
に
も
達
し
、
「
子
供
と

暮
し
た
い
」
と
す
る
二
二
・
九
％
を
大
き
く
上

廻
っ
て
い
ま
す
。
婦
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の

変
容
、
夫
婦
だ
け
の
生
活
時
間
の
長
期
化
を
予

想
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命

の
男
女
差
を
考
え
併
せ
ま
す
と
、
老
人
問
題
の

多
く
は
、
婦
人
問
題
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
老
人
の
孤
立
化
の
実
態
、
夫
婦
の
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あ
り
方
、
あ
る
い
は
、
寝
た
き
り
老
人
の
介

護
、
看
護
の
問
題
な
ど
、
今
後
詳
細
な
調
査
が

必
要
と
い
え
ま
す
。

　
最
後
に
、
婦
人
の
健
康
管
理
の
現
状
は
ど
う

七
し
ょ
う
か
。
本
市
婦
人
の
四
三
・
四
％
が
、

こ
の
一
年
間
検
診
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
と
く

に
問
題
な
の
は
、
こ
の
一
年
間
何
ら
か
の
検
診

を
受
け
た
割
合
が
、
有
職
者
で
は
、
五
五
・
一

％
で
あ
る
の
に
対
し
、
無
職
者
で
は
、
三
九
・

八
％
に
す
ぎ
な
い
点
で
す
。
次
代
を
担
う
子
を

産
む
性
と
し
て
の
母
性
保
護
の
観
点
か
ら
み
て

も
、
自
営
業
、
内
職
者
を
含
め
在
宅
婦
人
の
健

康
管
理
の
充
実
が
必
要
で
し
ょ
う
。
女
性
の
健

康
管
理
に
つ
い
て
は
、
母
性
の
社
会
的
機
能
の

尊
重
と
い
う
立
場
か
ら
、
女
性
の
生
涯
を
視
野

に
お
い
た
保
健
教
育
（
指
導
）
地
域
医
療
な
ど

の
体
系
化
等
、
検
討
す
べ
き
多
く
の
課
題
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
調
査
の
概
要
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
調
査
は
、
応
範
囲
に
わ
た
る
領
城

を
扱
っ
た
い
わ
ば
総
論
的
な
内
容
で
し
た
の

で
、
本
稿
で
指
摘
し
た
い
く
つ
か
の
点
を
含
め
、

今
後
、
各
論
に
あ
た
る
多
く
の
調
査
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
（
注
７
）
　
「
横
浜
市
婦
人
の
生
活
実
態
と
意

　
識
」
に
関
す
る
調
査
報
告
書
八
頁

　
（
注
８
）
　
同
　
六
頁

‐
横
浜
市
婦
人
問
題
懇
話
会

　
本
市
に
お
け
る
婦
人
行
政
の
あ
り
方
を
婦
人

の
参
加
を
え
て
、
幅
広
い
視
野
か
ら
検
討
す
る

た
め
、
五
十
六
年
七
月
二
十
四
日
「
横
浜
市
婦

人
問
題
懇
話
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
学
識

経
験
者
、
地
域
活
動
家
等
二
三
名
（
う
ち
女
性

一
七
名
）
の
委
員
か
ら
な
る
こ
の
懇
話
会
で

は
、
(
1
)
婦
人
問
題
に
か
か
お
る
基
本
的
事
項

(
2
)
自
治
体
に
お
け
る
婦
人
行
政
の
あ
り
方
（
3
）

総
合
的
婦
人
行
政
推
進
の
た
め
に
実
施
す
べ
き

重
点
施
策
を
検
討
し
、
五
十
八
年
三
月
に
提
言

を
行
う
予
定
で
す
。
　
・
‘

　
現
在
〈
参
加
・
労
働
〉
〈
教
育
・
家
庭
〉
〈
健

康
・
福
祉
〉
の
三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
討
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
第
一
部
会
は
、
〈
参
加
・
労
働
〉
の
問
題
を

扱
い
「
女
性
の
社
会
進
出
を
進
め
る
た
め
に
は

ど
う
す
べ
き
か
」
を
主
な
検
討
課
題
と
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
参
加
、
政
治
参
加
、

就
労
に
お
け
る
平
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

阻
害
要
因
と
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
条
件
等

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
二
部
会
は
、
〈
教
育
・
家
庭
〉
の
問
題
を

扱
い
「
男
女
の
固
定
的
役
割
分
担
に
基
づ
い
た

既
存
の
社
会
通
念
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
」
を

主
な
検
討
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
社
会
教
育
、
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
の
現

状
を
再
検
討
乙
、
そ
れ
ら
の
望
ま
し
い
あ
り
方

を
探
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
通
念
を
変
え

て
い
く
た
め
の
啓
発
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
第
三
部
会
は
、
〈
健
康
・
福
祉
〉
の
問
題
を

扱
い
「
女
性
が
健
康
で
安
ら
か
な
生
活
を
お
く

る
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
」
を
主
な
検
討
課
題

と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
母
性
保
護
、

地
域
保
健
等
女
性
の
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た

め
の
条
件
に
つ
い
て
、
ま
た
母
子
福
祉
、
老
後

問
題
等
女
性
に
か
か
お
る
福
祉
問
題
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
ま
で
に
、
総
会
二
回
、
部
会
六
回
（
各

部
会
二
回
づ
つ
開
催
）
、
計
八
回
の
会
議
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
部
会
第
一
回
会
議
で
は
、
五

十
六
年
度
予
算
で
一
五
〇
億
に
も
の
ぼ
る
婦
人

関
連
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
第
二
回

会
議
で
は
、
生
涯
教
育
の
視
点
か
ら
の
女
性
の

学
習
活
動
の
体
系
化
、
女
性
の
政
策
決
定
機
会

へ
の
参
加
拡
充
の
方
法
、
婦
人
に
対
す
る
社
会

教
育
行
政
の
あ
り
方
、
社
会
保
障
制
度
に
お
け

る
女
性
の
地
位
等
を
中
心
に
討
議
が
重
ね
ら
れ

ま
し
た
。

企
画
調
整
局
婦
人
問
題

調
査
等
担
当
の
職
務

　
「
婦
人
問
題
調
査
等
担
当
」
の
機
構
が
五
十

六
年
五
月
企
画
調
整
局
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
要
任
務
は
、
婦
人
問
題
に
関
す
る
企
画

立
案
と
、
婦
人
関
連
行
政
の
連
絡
調
整
で
す
。

　
婦
人
担
当
で
五
十
六
年
度
に
実
施
し
て
い
る

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
1
)
婦
人
問
題
懇
話
会
の
設
置
運
営

(
2
)
婦
人
行
政
連
絡
調
整
会
議
の
運
営

　
同
会
議
は
婦
人
関
連
行
政
の
庁
内
連
絡
調
整

を
行
な
う
組
識
で
、
関
連
部
局
の
部
長
十
三
人

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
下
部
組
識
と
し

て
、
課
長
。
係
長
上
六
人
（
う
ち
女
性
一
三
人
）

で
、
実
務
的
事
項
等
を
検
討
す
る
「
ワ
ー
キ
ン

グ
ー
グ
ル
≒
フ
」
が
あ
り
ま
す
。

(
3
)
婦
人
問
題
に
関
連
し
た
調
査
の
実
施

　
①
主
婦
の
意
識
分
析
調
査

　
　
昨
年
度
実
施
し
た
「
横
浜
市
婦
人
の
生
活

　
実
態
と
意
識
調
査
」
で
は
、
蚤
般
的
な
意
識

　
動
向
や
行
政
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
数
量
的
把
握

　
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
質
的

　
分
析
を
進
め
る
た
め
に
、
主
婦
に
焦
点
を
あ

　
て
、
個
別
面
接
に
よ
る
「
デ
ゴ
ア
イ
ル
ド
ー

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

　
す
。

　
②
婦
人
の
自
主
的
グ
ル
≒
フ
活
動
に
関
す
る

　
　
調
査

　
　
現
在
グ
ル
ー
プ
活
動
を
し
て
い
る
大
を
対

　
象
に
、
社
会
参
加
に
つ
い
て
の
意
識
と
活
動

　
実
態
、
阻
害
要
因
と
そ
の
克
服
法
に
つ
い
て

　
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

(
4
)
在
住
外
国
婦
人
と
の
国
際
交
流
会
議
の
開
催

　
　
「
よ
こ
は
ま
女
性
の
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

一
九
八
一
―
女
性
の
未
来
を
ひ
ら
く
た
め
に

―
」
と
題
し
て
、
十
二
月
十
日
国
際
会
議
場
で

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
市
内

在
住
外
国
婦
人
約
五
〇
名
と
地
域
の
自
主
活
動

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
を
中
心
と
し
た
日
本
人
婦

74
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人
約
一
五
〇
名
で
し
た
。
婦
人
問
題
と
国
際
交

流
の
あ
り
方
を
テ
ー
マ
に
、
七
人
の
意
見
発
表

者
か
ら
問
題
提
起
を
う
け
、
自
由
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
交
流
会
の
ね
ら
い
は
、
外
国

婦
人
と
の
ふ
だ
ん
着
の
交
流
を
通
し
て
、
女
性

の
国
境
を
越
え
た
連
帯
の
輪
を
拡
げ
る
き
っ
か

け
作
り
で
す
。

(
5
)
婦
人
問
題
情
報
誌
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
発
行

　
女
性
が
男
性
と
と
も
に
人
間
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
婦
人
問
題
の
啓
発
や

婦
人
に
関
す
る
施
策
の
紹
介
、
あ
る
い
は
、
婦

人
の
自
主
的
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
・
交

換
の
た
め
、
創
刊
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

(
6
)
婦
人
団
体
グ
ル
ー
プ
名
簿
の
作
成

　
婦
人
グ
ル
ー
プ
の
相
互
交
流
と
社
会
活
動
参

加
を
希
望
す
る
方
々
へ
の
情
報
提
供
に
資
す
る

た
め
、
今
回
は
、
市
内
で
婦
人
が
中
心
と
な
っ

て
活
動
さ
れ
て
い
る
自
主
的
グ
ル
ー
プ
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
四
六
〇
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
中

に
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

は
、
女
性
の
み
な
ら
ず
男
性
に
と
っ
て
も
必
要

な
こ
と
で
す
し
、
男
性
の
理
解
と
協
力
な
し
に

達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
職
員
の
方
々

が
職
務
・
職
場
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
家

庭
や
地
域
に
お
い
て
も
、
男
女
平
等
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

〈
企
画
調
整
局
副
主
幹
　
婦
人
問
題
調
査
等
担

　
当
〉
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こ
こ
で
検
討
し
ま
し
た
調
査
結
果
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
女
性
は
、
多
く
の
場
面
で
不

利
益
を
蒙
っ
て
い
ま
す
。
婦
人
問
題
の
解
決

結
び
に
か
え
て

五
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